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行財政改革推進プランに関する市民説明会の結果（概要） 

日 時 令和４年４月 24日（日）10時 30分～12時 10分 

場 所 総合防災センター 

来場者 ７名（市民５名、議員２名） 

【●市民意見  ➢市回答】 

①●プランの効果見込み額は令和４年度で 5.7億円となっており、余裕でノルマを達成出来るこ 

ととなっているが、確度のあるものなのか。 

➢（ふるさと納税等）流動的なものもある。確実に達成できるよう多めに見込む。 

②●５年で 25.5億は努力目標か。やり遂げる意思はあるのか。 

➢やり切る覚悟で取り組んで、何とか目標額が達成できるものと考えている。 

③●もっと画期的な歳入増アイデアが欲しい。市民からアイデアを募集してはどうか。 

➢必ずやるものしか挙げられない。書いていないものはしないという訳ではなく、日々改善し 

ていく必要があり、広く意見を聴いてチャレンジする。 

④●プランの説明は良く分かった。市役所を挙げて取り組んでもらいたい。 

⑤●一番の問題は合併時の課題が残っていることかと思う。病院の問題も含めて、相当思い切っ 

て上手くやっていかないと難しい。 

⑥●病院や駅前のサウンディング等随分無駄な支出がある。 

⑦●副市長の任命、秘書支援員の配置、行革推進室長は県から招聘。これらの人材は、職員を鼓 

舞するためにも、外部からではなく中から人選すべき。 

⑧●使用料は 10月から適用するのなら、今回の説明会が終わってから、６月議会に提案しても 

間に合ったのではないか。 

⑨●パワハラの問題も含め、市長の無駄遣いを市民に押し付けるのかとの思いが強い。市長の問 

題を先に是正すべきではないか。 

➢積み上げてきたものを無駄にしているつもりはない。これまでの基本構想等を活用して進め 

ている。ただ、Ａブロックの建築基本設計等は無駄になると思う。 

➢内部ではしがらみもあり、これまで様々な課題解決が出来ていなかったが、外からの目でき 

ちんと指摘し、進めてもらえることを期待したもの。 

⑩●市の厳しい状況は理解したが、前から分かっていて今に至ったのは何故か。 

➢これまでも行革には取り組んでいたが、ここまではやってなかった。 

➢本来なら基金がなくなってしまうところに特別な臨時収入があり、やりくりできてしまった 

ことが、体質改善や行財政運営の見直しを遅らせてしまったと分析。 

⑪●野洲駅の良さを活かして観光面でも活性化して欲しい。行革で我慢だけでなく、収入を増や 

して明るく元気になる施策は考えられないか。 

➢まずは出血を止めることを優先し、大きな課題の解決に取り組むに留める。 

➢持続可能な行財政運営ができる体制を作った後に、市民にニーズに応えられるような、前向 

きで積極的な行政運営を次のステージで考える必要がある。 

➢いただいた意見も含め、あらゆることを参考にして、頑張って進めていくので、よろしくお 

願いする。 
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日 時 令和４年４月 26日（火）午後７時 00分～８時 30分 

場 所 中主防災コミュニティセンター 

来場者 14名（市民 10名、市会議員３名、県会議員１名） 

【●市民意見  ➢市回答】 

⑫●都市計画税の使い道は明確になっているのか。令和２年 12月の市長への手紙に対しては、 

雨水幹線事業や下水道整備の償還が想定されるが、今後検討を進める中で明確にし、議会や 

市民に丁寧に説明すると回答されていたが、それから１年経っている。 

⑬●使い道については報告の義務があると思う。有耶無耶にされたのでは当初の説明と違う。市 

民が野洲市には付いていけないという悲しい思いをしないで良いように説明をお願いする。 

➢都市計画税は今年度から課税するため、報告は今年度終了後以降となる。 

➢現在予定しているものとしては、これまで都市計画事業として実施してきた道路整備や下水 

道整備に係る借金の償還に充てるのが最も大きなもの。 

⑭●福祉バスの統合はやむを得ないと考えている。障がい者の福祉団体が施設見学に行く際、こ 

れまでは小型のバスを借りていたが、統合後の大型バスでは 20人に満たない団体は借りる 

ことができないと言われた。配慮をお願いしたい。 

➢これまで福祉バスを利用いただいていた団体は変わらず利用いただけると考えているが、担 

当課に確認させる。 

⑮●市民生活に密着したサービスを維持するための改革とあるが、市民サービスセンターの統合

など、窓口の削減が掲げられている。説明をお願いしたい。 

➢まずは市民の日常生活に不可欠な水道や道路等は死守しなければならないという主旨で記 

載。 

➢市民サービスセンターの業務については段階的に本庁へ統合しており、現在は主に証明書の

発行と申請受付。本庁と重複しているため統合しようと考える。 

➢マイナンバーカードの普及促進を図るということに見合った施策選択。 

➢できるだけ市民の皆様に影響が少ないように進めていきたいと考えている。 

 


